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卒業生に幸多かれ 
明日 3/1（火）は令和３年度卒業式、本校 3年生 271名が旅立ちます。昨年同様に、みな

さん 1・2年生が 3年生の晴れの門出に参列できないことは、非常に残念です。なお例年、卒

業式当日に進路が決定済みの本校 3 年生は少数です。国公立大学は先日 2/25（金）からの前

期試験を終え、今週 3/6（日）から（一部公立は 3/1（火）から）前期合否発表、3/8（火）

中期試験、さらに 3/12（土）後期試験と続きます。本校でも先日までの特別編成授業（特編

B）が終わり、本日の学部系統別に分かれての「中期・後期試験対策会」から受験指導は再開

します。いまこの瞬間も、多くの卒業生が受験勉強を続けているのです。 

さて、身近な先輩の旅立ちはとりわけ寂しく、みなさん自身の 1年後、または 2年後の姿

も想像させます。裏面に今年度卒業生からのメッセージを掲載しました。先輩たちの言葉を

胸に刻み、これからの高校生活に生かしてください。 

春季休業、まず英数国に全力を！ 
◆英数国にある苦手をなくして、１つは得意をつくろう！ 

一昨年までのセンター試験は平均点 60％を目指して作成されていたため、第 1 の目標は合

計でおよそ 70％（630／900 点）を超えることでした。しかし、今回の共通テストの平均点は

約 57％（5教科 7科目型受験者）と 60％を切る結果となったため、今日は 67％（600／900

点）を目標点に得意科目で 7 割超、普通で 6割、苦手でも何とか 5割は得点する場合を、シ

ミュレーションしてみましょう（なお、英数国は 200点満点です）。 

①英数国で２つは苦手、１つは普通の場合 

英数国（100＋100＋120）＝320 点→理社 3科目で 280 点（93×3）⇒   極めて困難   

②英数国で２つは苦手、１つは得意の場合 

英数国（100＋100＋150）＝350 点→理社 3科目で 250 点（83×3）⇒   かなり困難   

③英数国が３つとも普通の場合 

英数国（120＋120＋120）＝360 点→理社 3科目で 240 点（80×3）⇒  困難   

④英数国で１つは得意、２つは普通の場合 

英数国（150＋120＋120）＝390 点→理社 3科目で 210 点（70×3）⇒  可能性あり  

⑤英数国で１つは得意、１つは普通、１つは苦手である場合 

英数国（150＋120＋100）＝370 点→理社 3科目で 230 点（76×3）⇒ 不可能ではない  

以上から、200点科目の英数国に「2つ苦手があり、１つも得意がないと 67％突破は極め

て難しいこと」が分かります。この春は英数国に力を注ぎ、できるだけ苦手教科をつぶしま

しょう。さらに、2年生は得意教科を作っておくことも必要です。そうすれば、3 年生から学

習時間の多くを理社に充て、得点源科目を増やすことができます。 

 



 ３月の目標   

 １年生  高 1の苦手や理解不足を克服し、高 2 の学習につなげる。 

 ２年生  本格的な受験勉強スタート。英数国の総点検と補強を！ 

高校入試関連や臨時休校等により登校日が限られます。右の予定表は変

更になる可能性がありますので、オンライン授業日も必ず SHR に出席

して最新の情報に留意してください。 

◆春休みを３つの期間で捉えよう！ 

年度末は、卒業生を送り新入生を迎えるための忙しい時期の一方で、

春休みでもあります。自宅で過ごす時間が増えることが予想されますの

で、計画的な学習で力を蓄え、新年度につながる有意義な 3 月にしまし

ょう。新年度まで続く貴重な春休みを無為に過ごさないために、下記の

ように３つの期間に区切って学習計画を立てましょう。 

春休み① ３/１～3/11：計画、課題、集中講座を中心とした学習 

春休み② 3/14～3/23：今年度の復習 

春休み③ 3/24～4/4 ：新年度実力テストへ向けた学習 

◆春休み① 

 2 年生は残りの期末考査に集中し、その後はすぐに春休みの目標と計

画を立てよう。集中授業を中心に学力強化を図りながら、弱点克服に向

けて「具体的な学習計画を立てる」こと。スタディーサポートの教材な

ども含めて考えてみよう。 

◆成績会議…3／17（木） 

成績会議とは「1，2年生進級認定会議」。この会議で、全校の先生方

が成績に目を通し、各教科の評定と単位認定を行い進級の可否が決定し

ます。そのため、答案返却につづき、進級に必要な追試や課題提出が求

められる生徒もいるかもしれません。確実に取り組むこと。 

◆春休み②③ 

1 年間の総まとめと新年度に向けた学力強化を行います。とくに 2 年

生は、後半から“受験の神様が宿る本校舎”へ移動となります。 

◆その他の春休み準備「読書・オープンキャンパス参加」のススメ 

自宅等でまとまった時間を過ごすのには、読書が一番でしょう。とく

に、進路希望を掘り下げる書籍を読むことを強く勧めます。また、依然

としてオンライン形式が多いと思いますがオープンキャンパスへも積極

的に参加してください。 

◆目標を明確にするために 

今年度大リーグで大活躍した大谷翔平選手は、高校時代に自分の目標

達成のためにマンダラチャート（裏面）というものを使用していたそう

です。強い目標を中心に置き、周囲 9×9 の合計 81 マスに細分化した目標

を書き込んだものです。目標の達成に向けた具体的な行動を可視化でき、

普段の過ごし方にも変化をもたらしてくれるかもしれません。 
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※予定は変更の可能性が

　あります

入学予定者予備登校

集中講座
終業式

春分の日

クラスマッチ

１年：学びの基礎診断

２年：集中講座

成績会議

集中講座
入学予定者発表

（校舎内立入禁止）

集中講座
学年成績会議

（校舎内立入禁止）

（校舎内立入禁止）

後期選抜

（校舎内立入禁止）

集中講座

答案返却

１年：集中講座
２年：期末考査

集中講座
探究学習発表会

卒業式

１年：集中講座
２年：期末考査



◆高校３年間を振り返って １年生へのメッセージ 

・１年の時から、受験勉強をする人ってだいたい行きたい大学に合格できると思う。だから

もし今「この大学に行きたいな」とも思っている人は今始めるべき。 

・１年生のうちから受験勉強を意識した方が良い。 

・文理選択が一番大事だった。 

・生徒会に入る機会には逃げずやってみると自分にとってプラスになることばかりで今後の

人生にとっても良い経験ができます。面接にも生徒会での経験が大いに役立ちます。 

・英単語は早めに完璧にしておくと後々楽になる 

・数学は優先してわからないことをなくしておく 

・英単語はひたすら音読したほうがよい 

・国語は文法を読む基本的なルールはおさえて意識しないと３年になってからは伸びきらな

いと思う。 

・定期テストにとにかく必死に取り組むこと。それが大変な人はせめて英単語や古文単語を

やっておくと３年になって少し余裕ができる。 

・１、２年生の積み重ねが本当に大事。特に数学や英語は課題をちゃんとやって体で覚える。 

・評定は１年生から３年２学期のものを平均するため推薦を考えている人は定期テストでい

い順位を保ってください。 

・一緒に勉強できる友人をつくると励みになる。 

・英数国をとにかくしっかりとやる。 

・コロナで休校になったりするかもしれないけど、逆に考えれば自分の時間が増えるという

ことです。私も２年の最初に休校になったときは友達と会えずに辛かったけど、読書する

時間が持てました。小論文に対して苦手意識も減った気がします。 

・理系を選択した人は、理科の勉強に覚悟を持ちましょう。基礎知識の定着は、早ければ早

いほどいい。 

・学校から配られる課題に圧倒されて答えを写したり勉強しなくなったりする人が多いが、

大事なのは教材を完ぺきになるまで周回すること。それを踏まえて教材、問題は取捨選択

してほしい。 

・生活リズムはめちゃくちゃ大事。一度崩れると直らないし様々な面で不利になる 

・「やって人が全員報われると限らないが、報われる人は全員努力している」らしいです。

頑張ってください。 

・模試が多すぎるように感じるかもしれないけど慣れてしまえば共テ本番の長時間拘束も苦

にならない 

・志望校があって届かないと悩んでいるんだとしたら、今はまだあきらめなくていいと思う。

もっと努力を続けてみてから考えても遅くないと思う。 



◆大谷翔平選手の高校時代のマンダラチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆あなたのマンダラチャート 

         

 ①   ②   ③  

         

   ① ② ③    

 ④  ④ （中心目標） ⑤  ⑤  
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 ⑥   ⑦   ⑧  

         

 


